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聖霊降臨節第 17 主日礼拝 説教 「正々堂々と」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 9 月 20 日  

エレミヤ書 50 章 4～7 節 ヨハネによる福音書 10 章 1～6 節 

おはようございます。過ぐる一週間も

主の恵みの中に過ごすことを許された私

たちでありますが、ところで、私たちは

今どうしてここにいるのでしょうか。そ

れは、先週いただいた恵みに飽き足らな

かったからではなく、また、神様の恵み

という、私たちに与えられた既得権を手

放したくなかったからでもありません。

それは、神様が私たちに求められている

ことであり、つまり、安息日を守るよう

にとの神様の戒めを私たちが後生大事に

しているからこそ、こうして主の日の度

ごとに私たちは礼拝に集うているという

ことです。ちなみに、後生大事という言

葉は元々は｢後生一大事｣と言われていた

仏教用語で、その本来の意味は「来世の

安楽を願ってひたすら善行を積んで仏道

に励むこと」ということです。ですから、

私たちにとっての主の日の礼拝は、まさ

に｢後生一大事｣ということなのかもしれ

ませんが、ただ、それは、来世の平安を

願い、善行を積み重ねることではありま

せん。私たちの信仰生活は修行ではなく、

主と共にある私たちの日常であり、そし

て、それが私たちに備えられているのは、

この 7 日の旅路の繰り返しこそが、主我

らと共にいます現実でもあるからです。

ただし、それは、何の苦労もなしに、と

いうことではありません。7 日の旅路は、

時に荒海を漂うようなものであり、それ

ゆえ、私たちは、自分自身を見失いそう

にもなるのです。ですから、7 日の旅路

を終え、主の御前にこうして集まること

で、私たちは、この世の荒波の中で見失

いかけている自分自身を取り戻すことが

できるのです。このように、主の日の礼

拝は、私たちが心新たに一週間を歩み始

めるために必要なものであり、それゆえ、

主の日の礼拝は、私たちクリスチャンに

とっては欠かすことのできないもの、そ

れこそ、後生一大事なことだということ

です。 

そして、その私たちに向かって、御言

葉は今日も何かを語ろうとしているので

すが、それは、私たちが後生一大事に礼

拝を守り、献げる理由です。エレミヤ書

には「我が民は迷える羊の群れ」、「自

分の“行こう”とする場所を忘れた」、

「彼らが、まことの牧場である主に、先

祖の希望であった主に罪を犯したからで

ある」とありますが、それは、神の民イ

スラエルが主なる神様に背き、離れてい

った過去があるからです。そして、そう

御言葉が私たちに語りかけるのは、とも

すれば、私たちもそうなりかねないから、

いや、現にそういう者だからです。です

から、聖書の御言葉にあることは、遠い

昔のことではありません。今までもずっ

とそうだったし、今もそうですし、これ

からもそうなのです。それは、迷い、忘

れ、罪を犯し続けることでしか生き得な

いのが、神様を信じる私たちであるから

です。また、そうであるからこそ、私た

ちは、共に歩む主へと立ち帰り、自らを

振り返り、心新たに歩み始める必要があ

るのです。ですから、過ぐる一週間の恵

みは、心新たにしたがゆえに、主が私た

ちに賜ったものだとも言えるのですが、

ただし、恵みをいただいたのは、主の御

前にあって私たちが、神様の言いつけを

守る、いわゆる、いい子であったからで

はありません。 

心新たに過ごした私たちにとって、こ

の一週間がどのようなものであったのか、

恐らくは、多くの人々にとってそれは、

主の御名を辱めるものではなかったこと

と思います。そうでなければ、あれだけ

気持ちよさそうに讃美歌を歌うことはな

いからです。ちなみに、私たち藤沢教会

は、本当に嬉しそうに、楽しそうに讃美

歌を歌う方が多いと思います。それはさ

ながら、おいしいものを口いっぱいに頬

張り、満面の笑みを湛える幼子のようで
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す。ですから、こうして正面から皆さん

の姿を拝見し、正直、私の話など必要な

いと思うことも度々です。それはまさに、

エレミヤ書で「彼らはシオンへの道を尋

ね、顔をそちらに向けて言う。『さあ、

行こう』と。彼らは主に結びつき、永遠

の契約が忘れられることはない」と語ら

れていることと重なります。迷い、忘れ、

過ちを犯すことの多い私たちでありなが

らも、私たちと結ばれた主なる神様との

永遠の契約は、決して反故にされること

がないと思えるからです。ですから、

「主に結びつき」と御言葉が語るように、

私たちと神様との関係性は、何があって

も、どんな時にも、永遠に続いていくも

のであるのは間違いありません。皆さん

のお顔を見て、しみじみそう思えるから

です。そして、それが、イエス･キリス

トの十字架と復活の出来事の中身であり、

つまりは、そのニコニコ顔が示すところ

は、イエス様の十字架と復活の出来事が、

つまりは、神様の約束が、そのような形

で永遠に続いていることを物語ってくれ

ているということです。それゆえ、御言

葉は、この、永遠に続いていく神様との

関係性に生きる私たちのことを｢永遠の

命に生きている」と言うのです。 

そして、それが、今日、イエス様がこ

こで私たちに仰っていることであり、で

すから、イエス様がここで語る羊飼いと

羊のたとえ話は、過ぐる一週間の私たち、

礼拝を守り、献げる私たち、礼拝よりこ

の世の馳せ場へと送り出される私たち、

つまりは、7 日の旅路を歩む私たちの姿

そのものを現しているということです。

それゆえ、このたとえ話は、私たちにと

っては、よく分からない話ではなく、よ

く分かる話です。なぜなら、そこに記さ

れていることは、私たちの日常的光景で

あるからです。ただし、私たちがそこで

見ているものは、気持ちよく過ごす自分

自身の姿だけではありません。今日の箇

所のその直後で、イエス様が「はっきり

言っておく。私は羊の門である」、また、

「私が来たのは、羊が命を受けるため、

しかも豊かに受けるためである。私は良

い羊飼いである。良い羊飼いは羊のため

に命を捨てる」と、こう仰っているよう

に、私たちの命の要がイエス様であり、

そのイエス様の庇護の下に置かれている

のが私たちであるわけですから、その日

常的光景の中で私たちが見ているものは、

自分自身の姿だけではありません。私た

ちの命を守り支えておられるイエス様の

ことも一緒に見ているということです。 

従って、それは、一緒に、ということ

なわけですから、いつでもどこでも、と

いうことです。つまり、食卓においても、

会社や学校においても、それこそ、お風

呂の中でも、トイレの中でも、私たちが

いるところにはどこでもイエス様の姿が

あるということです。それも、流行歌の

フレーズにあるような、安っぽい関係性

の中でのことではありません。イエス様

の声の届く範囲に私たちはいるというこ

とであり、そして、このことは、私たち

大人から子どもまで、教会と関わるすべ

ての人たちが理解し、また了解している

ことでもあるのでしょう。なぜなら、そ

れが私たちの生活感覚、生活実感であり、

この感覚によって作り上げられているも

のが私たちの信仰生活でもあるからです。 

そして、この感覚は、イエス様が独自

に生み出したものではありません。ヨハ

ネによる福音書で繰り返し語られている

言葉として、「はっきり言っておく」と

のイエス様の言葉がありますが、それは、

直訳すれば、「アーメン。アーメン。私

は言う」ということです。そして、この

言葉が繰り返し語られているということ

はつまり、イエス様は、それを誰かに聞

かせようとされているということです。

もちろん、それは私たちに対して、とい

うことでもありますが、もうお一人、こ

のイエス様の言葉を聞いているお方があ

るのです。それがイエス様の父なる神様

でありますが、このことはつまり、この

テンポよくリズミカルに語られている

「アーメン、アーメン、私は言う」とい

う言葉を私たちが繰り返し聞いていく中

で、イエス様が父なる神様のもとで身に

つけた生活感覚を私たちもまた同じよう
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に身につけることになるということです。

ですから、私たちの生活感覚は、神様譲

り、イエス様譲りのものだと言えるので

すが、このことはつまり、私たちがイエ

ス様と同じように、「天のお父様」と、

心を込めて、思いを込めて祈ることがで

きるのはそれゆえのことであるというこ

とです。従って、ここでのイエス様のた

とえ話は、神様とイエス様に支えられ、

導かれている、そういう私たちの生活実

態を現していると言えるのでしょう。で

すから、このたとえ話は私たちにはよく

分からない話ではなく、よく分かる話で

あるということです。 

ところが、私たち以上に神様への気持

ちが強く、また、聖書に記されている

様々なことについても、私たち以上によ

く知っているファリサイ派の人たちには、

このイエス様のたとえ話はさっぱり分か

らないものであったというのです。ただ、

このことはまた、七日の旅毎にこうして

御言葉に聞いている私たちにとっては、

さもありなんということでもありますが、

それにしても、どうして彼らには私たち

の分かることが分からなかったのでしょ

うか。それは、神様が約束してくださっ

た｢永遠の契約｣を誤解し、自分たちの既

得権のように考えていたからです。つま

り、すべてを知り、すべてを分かってい

るのは自分たちだけであると、彼らがそ

う思っていたということです。それゆえ、

彼らは、自分の知っていること、分かっ

ているところから、人が外れることが許

せなかったわけです。いや、そもそもの

ところで、自分たち以外の者が信仰につ

いて何かを語ることなどできるはずもな

い、そう信じ、そう思っていたのがファ

リサイ派の人々であったということです。

つまり、信仰ゆえの頑なさ、偏りが、彼

らをしてそのようにさせたということで

す。まただから、イエス様はそんな彼ら

に向かって、たとえ話を語ることで、

少々キツい言い方ではありましたが、気

づきを与えようとされたのです。ちなみ

に、イエス様がたとえ話を語るのは、難

しい話を優しく語るためではありません。

その意図するところは、語るその相手の

頑なさ、思い込みを打ち砕くところにあ

り、つまりは、そこにイエス様の愛が現

れているということです。 

ですから、そういう意味で、私たちが

イエス様を信じるということは、そのよ

うな思い込み、頑なさが打ち砕かれたと

いうことであり、まただから、先ほど申

しましたように、皆さんの讃美歌を歌う

姿は、硬く、とげとげしいものではなく、

本当にうれしそうで、楽しそうなもので

あると言えるのです。けれども、そこで

もし歌うことに横槍を入れられたらどう

でしょうか。また、それだけではなく、

私たちには、歌いたい気分の時もあれば、

歌いたくない気分の時もあります。もし、

歌いたくないと思う時、起立して声を出

して、それも、好きな讃美歌ならまだし

も、好きでもない讃美歌を歌えと言われ

たらどうでしょうか。勘弁して欲しいと

内心ではそう思うことでしょうし、まし

てや、強いられるようなことがあれば、

いい加減にしてくれと、叫びたくもなる

のでしょう。しかし、そのときの私たち

の姿はどういうものなのでしょうか。イ

エス様に対して頑なな態度を示すファリ

サイ派の人々と何が違うと言えるのでし

ょうか。しかし、そうした自我、エゴと

言われているものを完全に捨て去ること

のできる人が果たしてどれほどいると言

えるのでしょうか。 

私たちは、迷い、忘れ、自分が何もの

なのかも分からなくなることがあります。

そのようなとき、私たちは何かにしがみ

つこうとするのですが、そのためには握

っていたものを手放さなければなりませ

ん。けれども、自分が大切にしてきたも

のを易々と手放せる者はいません。それ

が、イエス様の前に立つファリサイ派の

人々だと思うのですが、では、私たちと

ファリサイ派の人々とでは、本質的には

何が違うのでしょうか。今日のエレミヤ

書の御言葉が前半と後半を見て行くと、

そこではまったく正反対のことが語られ

ています。しかし、それが同じ一つの神

の民の姿なのであり、つまりは、神様に
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対して素直な自分も、神様に対して頑な

自分も、同じ一個の自分でしかないとい

うことです。ですから、素直な自分と頑

なな自分を分けて考え、頑なな部分にフ

ァリサイ派というレッテルをいくら貼っ

たところで、それで何かの説明がつくわ

けではありません。ところが、そこに説

明がつくし、説明がつく以上、説明通り

にならなければいけないと思っていたの

がファリサイ派の人々でもありました。

ただ、彼らがそうするところは、私たち

にも分からないことではなく、よく分か

ることです。それは、説明のつかないこ

とは気持ちが悪いし、それをそのままに

しておくことは、もっと気分の悪いこと

でもあるからです。 

ですから、最悪の気分を抱えたままで

この譬え話を聞いていくなら、私たちは

自分が何者なのかすら説明がつかなくな

ってしまうこともあるのでしょう。けれ

ども、そこで私たちに求められているこ

とは、何かの説明をすることではありま

せん。イエス様の声のする方に振り返る

ことで、その声の主の言っていることに

聞くことなのではないでしょうか。また

だから、そこで私たちは知るのです。頑

なな自分も素直な自分も、イエス様にと

っては、それぞれが同じように大切な羊

であり、その私たちが、羊飼いであるイ

エス様によって養われ、支えられ、導か

れていると、イエス様の手の中にあって、

私たちは、自分が何者なのかを知らされ

ることになるのです。ですから、自分の

していることに説明がつけられることは

大事なことではありますが、説明のつか

ないことを無理に説明しようとすること

は土台無理な話でもあるわけです。そし

て、そういうことは、人生においては

度々あることであり、それだけにまた、

私たちは、説明のつかないことをできる

だけ少なくしようとするのでしょう。し

かし、説明がつけば、それで私たちは気

持ちよくなるのでしょうか。むしろ、そ

の逆のことが多いのではないでしょうか。

説明がつけばつくほど、空しさを募らせ

ることがあるからです。しかし、私たち

の人生の意味は、説明のつくところでは

なく、説明のつかないところに置かれて

いるのではないでしょうか。 

「主は羊飼い、私には何も欠けること

がない」と語られている詩篇 23 編は、

私たちがよく知るところの御言葉であり

ますが、それは、葬儀の度に繰り返し聞

いてきたこの御言葉を通し、私たちが繰

り返し主の慰めに与るものであるからで

す。そして、私たちがそこで主の慰めに

与るのは、説明が尽くされ、納得がいっ

たからではありません。依然として説明

のつかないものが残され、それにも関わ

らず、主の慰めに与ることが許されてい

るのが私たちなのです。それは、イエス

様という門の内側に私たちがいるからで

あり、羊飼いであるイエス様によって導

かれているのが私たちであるからです。

ですから、そこにそれ以上の説明は必要

ありません。喜ぶ私たちも、悲しむ私た

ちも、さらには、素直な私たちも、頑な

な私たちも、理屈抜きに丸が抱えしてく

ださっているのが私たちの主、イエス様

であるからです。しかし、それは、私た

ち人間の感覚からすれば、まったく説明

のつかないことでもあるのでしょう。け

れども、私たちの生活感覚とその生活実

態は、イエス様という門の内側で身につ

くものであり、それゆえ、私たちの生活

は、その内側で繰り広げられることにも

なるのです。それゆえ、そこでは説明の

つくこともあれば、つかないこともあり

ます。嬉しいこともあれば、嬉しくない

こともあるのです。けれども、人の日常

生活とはそういうものであり、そして、

イエス様にあっては、そのそれぞれが意

味のあるものとされているのです。です

から、むしろ、その時に説明のつかない

ものほど、後々、イエス様の御手の中に

あってそれを振り返るなら、私たちはそ

こに大きな意味を見出すことにもなるの

です。それゆえ、説明のつかないことを

無理に説明しようとする必要はありませ

ん。私たちは主のものであり、その主が

私たちと共にいてくださっているからで

す。祈りましょう。 


